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地区ロータリー財団研修セミナーの手引き
セッションの概要：教育的プログラム
研修目的
本セッション終了後、参加者に期待されること
•
研究グループ交換（GSE）の要件を理解する。
•
国際親善奨学金の申請手続きを理解する。
•
クラブレベルで財団学友の参加を推進する方法について説明できる。
オンラインのリソース
プログラム概要と関連資料は、www.rotary.org（「組織概要」→「ロータリー財団」→「プログラム」）でご覧いただけます。
地区独自の情報

以下のような形で、地区に合ったプレゼンテーションを行うことができます。
•
元国際親善奨学生や研究グループ交換（GSE）のチームメンバーを基調講演者として招く。
•
前年度に地区が派遣した国際親善奨学生とGSEチームの数と留学先・訪問先を紹介する。
•
奨学金とGSEの申請締切日を提示する。
•
地区奨学金小委員長と研究グループ交換小委員長の連絡先を挿入する。
話の要点

•
このプレゼンテーションでは、研究グループ交換（GSE）と国際親善奨学金の概要を説明します。
•
研究グループ交換（GSE）は、ロータリアンではない若い専門職業人を対象とした、ロータリーの国際交流プログラムです。
•
チームの成員は、ロータリアンではないメンバー4名（25～40歳）およびロータリアンのチームリーダー1名です。チームは、4～6週間にわたり、海外で経験を積みます。海外滞在中には、丸5日間の職業訪問日が組まれ、自分と同じ職業が海外でどのように実践されているかを見学します。チームメンバーとなるには、2年間の実務経験を有し、現在常勤で雇用されていることが条件となります。
•
最低5日間の職業訪問日での経験により、チームメンバーとその雇用主の両方にとって大きな恩恵となります
•
2012-13年度には、国際財団活動資金（WF）から1回のGSE交換のための資金が地区に授与されます。地区は、GSEの一部経費を賄うため、地区財団活動資金（DDF）から5,000米ドルを配分する必要があります。旅費と承認済み経費が5,000ドルを超えた場合、その超過分がWFによって賄われます。また、地区のDDFを使って、チームメンバーを1名追加することができ、この場合のDDFの所要額は、2,000米ドル（隣国との交換の場合は1,000ドル）です。国際ロータリー・トラベル・サービス（RITS）が、最も安価な往復航空券を予約します。
•
国際親善奨学金は、海外で勉学に励みながら、親善大使を務めることのできる学生に奨学金を提供するものです。
•
国際親善奨学金は、大学レベルの正規の学生として留学する学生に、1学年（通常9カ月）の学費として一律27,000米ドルを支給します。
•
水と衛生、疾病予防と治療、教育と識字率向上などの分野に関心のある奨学生を選ぶよう奨励されています。また、奨学生の受け入れが比較的少ないアフリカ、ブラジル、東南アジア、東ヨーロッパなどへの留学を希望する奨学生が優先されます。
•
申請手続のスケジュール
−
12月：ロータリー財団が申請用資料を地区に送付
−
12月～2月：地区が申請用資料をクラブに送付
−
3月～6月*：応募者が申請書をクラブに提出
−
<<クラブから地区への申請書提出締切日を挿入>>：クラブが推薦する申請書を地区に提出する締切日
−
10月1日：地区が確認した申請書をロータリー財団に提出する締切日
−
12月15日：管理委員会が申請書を審査し、承認

（*各クラブは地区の締切日に基づいて締切日を設定するため、クラブによって提出締切日が異なることにご留意ください。）
•
廃止された奨学金の種類（スライドなし）
−
文化研修のための国際親善奨学金（3カ月）
−
文化研修のための国際親善奨学金（6カ月）
−
大学教員のためのロータリー補助金
−
低所得国のための奨学金共同基金
•
研究グループ交換チームのメンバーや国際親善奨学生は、ロータリー財団の学友とみなされます。ロータリーと生涯にわたって関係を保つよう学友に呼びかけ、学友との関係を築いていくことが大切です。ロータリー・クラブ、ローターアクト・クラブ、学友会に入会するよう誘ったり、留学生の選考やオリエンテーションに協力してもらったり、財団に寄付してもらうなど、学友との関係を保つ方法はさまざまです。
•
クラブが学友との関係を保つためのもっと正式な方法には、ロータリー学友年次祝賀会（国際大会直前に開催）や、超我の奉仕を実践した優れた学友を表彰する「学友人道奉仕世界賞」などがあります。
•
GSEに関するご質問は、gse@rotary.org、または日本事務局財団室にお問い合わせください。
国際親善奨学金に関するご質問は、お問い合わせセンター（contact.center@rotary.org、英語のみ）、または日本事務局財団室にお問い合わせください。 
討論のための質問
•
クラブで研究グループ交換（GSE）の推進方法には、どのようなものがありますか。
•
GSEや国際親善奨学金の学友がクラブにかかわる方法には、どのようなものがありますか。
•
ロータリーの活動を地域の人々に知ってもらうため、これら教育的プログラムの機会をどのように生かすことができますか。
活動例
•
小グループに分かれ、GSEチームメンバーとしての資格がある応募者を多く集めるための計画を立ててもらう。
•
小グループに分かれ、国際親善奨学金プログラムについて地域社会で広報する計画を立ててもらう。
•
小グループに分かれ、今年度、学友が参加することのできるクラブの活動を、5つ挙げてもらう。
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